
船橋市地域包括支援システム構築業務事業者評価基準

No. 評価段階 大項目 小項目 評価内容

1 パッケージ製品 一定規模以上の自治体に稼働実績が多数あるか。 20

2 ハードウェア構成 適正なハードウェア構成であるか。 20

3 法改正対応
これまでの法改正への対応方法を踏まえ、今後の法改正への
対応力をみる。

50

4 機能　　※1 市が示す機能要件に対して充分に対応できるか。 150

5 帳票　　※2 市が示す帳票要件に対して充分に対応できるか。 100

6 画面 画面の見やすさ、操作性が優れているか。 50

7 機能改善
パッケージ標準機能について、導入市区町村からの要望等を
もとにどのような機能改善が行われてきたか。

50

8 データ連携 他システムとの連携について充分に考慮されているか。 40

9 データ移行
現行システムからの移行について充分に考慮されているか。ま
た、次期システムへのデータ移行性が確保されているか。

20

10
導入後の運用について有用な提案がなされているか。また、
バックアップ方法が充分に考慮されているか。

60

11 追加提案 効果的な提案がなされているか。 40

12 機能拡張性
AIケアプラン作成支援システムなど、他システムを導入する場
合の連携や拡張性が充分に考慮されているか。

50

13
民生委員用高齢者名
簿

市が示す仕様に対して充分に対応できているか。その他有用
な提案がなされているか。

30

14 業務スケジュール 作業計画・作業内容・スケジュールが無理のないものであるか。 20

15 会社概要・作業体制
どのような会社か。また、本業務を受託した場合の作業体制及
び市と受託者との役割分担は明確であるか。

20

16 仕様を満たしたうえで市に有利な見積額であるか。 80

17 提案内容がわかりやすいものであるか。 80

18 評価委員の質疑に対して、回答が適切なものであるか。 80

19
個別の評価項目では必ずしも反映されない要素も含め、書類
審査及び面接審査の全般を評価する。

40

1000 1000

※１

※2

※3

システム要件（①共通機能要求一覧、②機能要求一覧）において、要件レベルＡ（必須）の配点を40点、Ｂ（重要）の配点を80点、Ｃ（要
望）の配点を30点とする。（小数点以下切捨）
点数＝（Ａの要件対応可の回答数÷Ａの要件数）×40点+（Ｂの要件対応可の回答数÷Ｂの要件数）×80点+（Ｃの要件対応可の回答
数÷Ｃの要件数）×30点

システム要件（③帳票要求一覧）において、要件レベルＡ（必須）の配点を30点、Ｂ（重要）の配点を50点、Ｃ（要望）の配点を20点とす
る。（小数点以下切捨）
点数＝（Ａの要件対応可の回答数÷Ａの要件数）×30点+（Ｂの要件対応可の回答数÷Ｂの要件数）×50点+（Ｃの要件対応可の回答
数÷Ｃの要件数）×20点

　最低価格提示者を80点とする。他は次の式により求めた点数とする。(最低価格提示者の提示金額/当該事業者の提示金額)×80点
(小数点以下切捨)

面接審査

プレゼンテーション

200質疑

総合評価

合計

システム要件

データ対応

運用支援・保守

追加提案等

配点

書類審査

システム概要

800

実施体制

見積金額　　※3


